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8.1.10温室効果ガス等 

1. 二酸化炭素 

(1) 予測及び評価の結果 

① 工事の実施 

a. 工事用資材等の搬出入 

(a) 環境保全措置 

工事用資材等の搬出入に伴う二酸化炭素の排出による影響を低減するため、以下の

環境保全措置を講じる。 

• 工事関係者の通勤においては、乗り合いの促進により、工事関係車両台数の低 

減を図る。 

• 急発進、急加速の禁止及びアイドリングストップ等のエコドライブを徹底し、 

二酸化炭素の排出削減に努める。 

• 定期的に会議等を行い、工事関係者に環境保全措置の内容について、周知徹底 

する。 

(b) 予 測 

ｱ. 予測地域 

工事関係車両の主要な走行ルートとした。 

ｲ. 予測対象時期 

工事期間中とした。 

ｳ. 予測手法 

・工事関係車両による二酸化炭素の排出量 

工事計画の整理及び解析により、工事用資材等の搬出入に伴う二酸化炭素の排出

量を定量的に予測した。 

工事関係車両の走行に伴う二酸化炭素排出量は「温室効果ガス排出量算定・報告

マニュアル ver.4.4」（環境省・経済産業省、令和元年）の基本式を参考に、下式に

より算出した。算定に用いた工事関係車両の燃料消費率等の諸元は、第 8.1.10-1 表

のとおりである。 

 

𝐸𝐶𝑉 =∑ [𝐹𝐶𝐶𝑉，𝑖，𝑗 × 𝑁𝐶𝑉𝑖，𝑗 × 𝐸𝐹𝑖，𝑗 ×
44

12
]

𝑖，𝑗
 

［記 号］ 

ECV ：工事関係車両の走行に伴う二酸化炭素排出量（t-CO2/全工事期間） 

FCCV,i，j ：工事関係車両 iの走行に伴う燃料消費量（kL/全工事期間） 

NCVi，j ：燃料 jの単位発熱量（GJ/kL） 

EFi，j ：燃料 jの炭素排出係数（tC/GJ） 

ｉ ：工事関係車両の種類 

ｊ ：ガソリン、軽油 
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第 8.1.10-1 表 燃料の諸元 

燃料種類 
単位発熱量 

（GJ/kL） 

炭素排出係数 

（tC/GJ） 

軽油 37.7 0.0187 

ガソリン 34.6 0.0183 

「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル ver.4.4」 

（環境省・経済産業省、令和元年）より作成 

 

・船舶による二酸化炭素の排出量 

輸送計画の整理及び解析により、資材搬入のための船舶による二酸化炭素の排出

量を定量的に予測した。 

資材搬入のための船舶による二酸化炭素排出量は、「温室効果ガス排出量算定・

報告マニュアル ver.4.4」（環境省・経済産業省、令和元年）の「トンキロ法」を参

考に、下式により算出した。 

 

CO2排出量＝輸送トンキロ×CO2排出原単位 

 

輸送トンキロ：輸送重量 143t※1（風力発電機 1 基あたり）×輸送距離 55km※2 

CO2排出原単位：39ｇCO2/トンキロ 

 

全工事期間中の CO2排出量としては設置基数の 11 基を乗じる。 

 

ｴ. 予測結果 

予測の結果は第 8.1.10-2 表のとおりであり、二酸化炭素排出量は 241t-CO2と予測

する。 

 

第 8.1.10-2 表 工事用資材等の搬出入に伴う二酸化炭素排出量 

項目 
排出量 

（t-CO2/全工事期間） 

小型車（通勤車） 17 

大型車（ダンプトラック、ミキサー車等） 221 

船舶 3 

合計 241 

 

  

 
※1 輸送重量は、3,600kW の風力発電機 1 本あたり、約 143t としている。 

※2 距離は長崎県松浦市の松浦港から、志々伎港の間の航路距離の概算である。 
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(c) 評価の結果 

ｱ. 環境影響の回避、低減に係る評価 

工事用資材等の搬出入に伴う二酸化炭素排出量を低減するための環境保全措置は、

以下のとおりである。 

• 工事関係者の通勤においては、乗り合いの促進により、工事関係車両台数の低 

減を図る。 

• 急発進、急加速の禁止及びアイドリングストップ等のエコドライブを徹底し、 

二酸化炭素の排出削減に努める。 

• 定期的に会議等を行い、工事関係者に環境保全措置の内容について、周知徹底 

する。 

本事業による工事用資材等の搬出入に伴う二酸化炭素排出量は 241t-CO2と予測し、

上記の環境保全措置を講じることにより、実行可能な範囲内で二酸化炭素排出量の

低減が図られているものと評価する。 
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b. 建設機械の稼働 

(a) 環境保全措置 

建設機械の稼働に伴う二酸化炭素の排出による影響を低減するため、以下の環境保

全措置を講じる。 

・適切な点検・整備により建設機械等の性能維持に努める。 

・作業待機時におけるアイドリングストップを徹底する。 

・工事に当たっては作業の効率化を図り、建設機械の稼働台数削減に努める。 

・可能な限りハイブリッド型の建設機械を使用する。 

・定期的に会議等を行い、工事関係者に環境保全措置の内容について、周知徹底 

する。 

(b) 予 測 

ｱ. 予測地域 

対象事業実施区域とした。 

ｲ. 予測対象時期 

工事期間中とした。 

ｳ. 予測手法 

工事計画の整理及び解析により、建設機械の稼働に伴う二酸化炭素の排出量を定

量的に予測した。 

建設機械の稼働に伴う二酸化炭素排出量は、「温室効果ガス排出量算定・報告マ

ニュアル ver.4.4」（環境省・経済産業省、令和元年）の基本式を参考に、下式によ

り算出した。燃料の諸元は第 8.1.10-1 表のとおりである。 

 

𝐸𝐶𝑀 =∑[𝐹𝐶𝐶𝑀，𝑖 × 𝑁𝐶𝑉 × 𝐸𝐹 ×
44
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［記 号］ 

ECM     ：建設機械の稼働に伴う二酸化炭素排出量（t-CO2/全工事期間） 

FCCM,i ：建設機械 iの稼働に伴う燃料消費量（kL/全工事期間） 

NCV ：軽油の単位発熱量（GJ/kL） 

EF     ：軽油の炭素排出係数（tC/GJ） 

i     ：建設機械の種類 

 

また、風力発電機の製造過程における二酸化炭素排出量についても、「日本の発

電技術のライフサイクル CO2排出量評価 -2009 年に得られたデータを用いた再推計

-」（財団法人電力中央研究所、2010 年）の記載をもとに、参考として下記のように

算出した。 

 

𝐸𝑇𝑃𝑅 = 𝐸𝑃𝑅,𝑗 × 𝑛 

［記 号］ 

ETPR  ：全風力発電機製造に伴う二酸化炭素排出量（t-CO2/全工事期間） 
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EPR,j   ：出力規模 jの風力発電機製造に伴う二酸化炭素排出量（t-CO2/基） 

n   ：設置する風力発電機の基数（基） 

j   ：風力発電機の出力規模 

 

ｴ. 予測結果 

予測結果は第 8.1.10-3 表のとおりであり、建設機械の稼働による二酸化炭素排出

量は 3,960t-CO2と予測する。 

 

第 8.1.10-3 表 建設機械の稼働に伴う二酸化炭素排出量 

項目 
排出量 

（t-CO2/全工事期間） 

準備工 412 

造成・基礎工事 2,549 

送電線工事 516 

電気工事 301 

輸送建方 182 

合計 3,960 

注：排出量は小数点以下を四捨五入して表示しているため、各項

目の和と全体の合計が見かけ上一致しない場合がある。 

 

(c) 評価の結果 

ｱ. 環境影響の回避、低減に係る評価 

建設機械の稼働に伴う二酸化炭素排出量を低減するための環境保全措置は、以下

のとおりである。 

・適切な点検・整備により建設機械等の性能維持に努める。 

・作業待機時におけるアイドリングストップを徹底する。 

・工事に当たっては作業の効率化を図り、建設機械の稼働台数削減に努める。 

・可能な限りハイブリッド型の建設機械を使用する。 

・定期的に会議等を行い、工事関係者に環境保全措置の内容について、周知徹底 

する。 

本事業による建設機械の稼働に伴う二酸化炭素排出量は第 8.1.10-3 表に示したと

おり、3,960t-CO2 と予測し、上記の環境保全措置を講じることにより、二酸化炭素

の排出量は実行可能な範囲内で影響の低減が図られているものと評価する。 
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② 土地又は工作物の存在及び供用 

a. 施設の稼働 

(a) 環境保全措置 

施設の稼働に伴う二酸化炭素の排出削減効果を維持するため、以下の環境保全措置

を講じる。 

・風力発電設備の適切な点検・整備を実施し、性能維持に努める。 

 

(b) 予 測 

ｱ. 予測地域 

対象事業実施区域とした。 

ｲ. 予測対象時期 

全ての風力発電施設が稼働している時期とした。 

ｳ. 予測手法 

事業計画の整理及び解析により、風力発電の供用時の二酸化炭素排出削減量及び

排出量を定量的に予測した。 

風力発電による既存系統電力の代替に伴う二酸化炭素排出削減量は下式により算

定した。算定にあたっては、本事業による発電電力量の全量が九州電力株式会社に

よって供給されている系統電力を代替すると仮定した。算定に用いた年間発電電力

量等は、第 8.1.10-4 表のとおりである。 

 

𝐸𝑅𝑊𝑃 = 𝐸𝐺𝑊𝑃 × 𝐸𝐹𝐺𝐸 

［記 号］ 

ERWP ：既存系統電力の代替に伴う二酸化炭素排出削減量（t-CO2/年） 

EGWP   ：風力発電による年間発電電力量（MWh/年） 

EFGE ：既存系統電力の二酸化炭素排出係数（t-CO2/MWh） 

 

また、風力発電設備における所内系統電力消費に伴う二酸化炭素排出量について

は、「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル ver.4.4」（環境省・経済産業省、

令和元年）に基づき、下式により算定した。 

 

𝐸𝑊𝑃 = 𝐸𝐶𝑊𝑃 × 𝐸𝐹𝐺𝐸 

［記 号］ 

EWP     ：所内系統電力消費に伴う二酸化炭素排出量（t-CO2/年） 

ECWP ：所内系統電力消費量（MWh/年） 

EFGE ：既存系統電力の二酸化炭素排出係数（t-CO2/MWh） 
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ｴ. 予測条件 

予測の対象は以下のとおりである。 

・風力発電による既存系統電力の代替に伴う二酸化炭素排出削減量 

・風力発電設備における所内系統電力消費に伴う二酸化炭素排出量 

事業計画により整理された発電電力量等は第 8.1.10-4 表、所内系統電力消費量は

第 8.1.10-5 表のとおりである。 

 

第 8.1.10-4 表 年間発電電力量及び既存系統電力の二酸化炭素排出係数 

風力発電による年間発電電力量（MWh/年） 88,353 

既存系統電力の二酸化炭素排出係数（t-CO2/kWh） 0.000438 

 注：年間発電量は、流体力学モデル解析ソフトにより、風況観測データ及び

風力発電機パワーカーブを用いて推定した。 

「平成 29 年度の電気事業者ごとの実排出係数・調整後排出係数等」（環境省、 

平成 30 年）より、九州電力株式会社の実排出係数を使用 

 

第 8.1.10-5 表 所内系統電力消費量 

所内系統電力消費量（MWh/年） 2,580 

 

ｵ. 予測結果 

風力発電による既存系統電力の代替に伴う二酸化炭素排出削減量及び風力発電設

備における所内系統電力消費に伴う二酸化炭素排出量は、第 8.1.10-6 表のとおりで

ある。 

風力発電によって代替される既存系統電力量は年間 88,353MWh と見込まれてお

り、これによって年間 38,699t-CO2 の二酸化炭素が削減される。一方、風力発電設

備における所内系統電力消費に伴う二酸化炭素排出量は年間 1,130t-CO2 であること

から、最終的な二酸化炭素排出削減量は年間 37,569t-CO2と予測する。 

 

第 8.1.10-6 表 風力発電の供用時の二酸化炭素排出削減量及び排出量 

項目 

排出削減量または 

排出量 

（t-CO2/年） 

風力発電による既存系統電力の代替に伴う二酸化炭素排出削減量 38,699 

風力発電設備における所内系統電力消費に伴う二酸化炭素排出量 1,130 

供用時の二酸化炭素排出削減量 37,569 
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(c) 評価の結果 

ｱ. 環境影響の回避、低減に係る評価 

施設の稼働に伴う二酸化炭素の排出削減効果を維持するための環境保全措置は、

以下のとおりである。 

・風力発電設備の適切な点検・整備を実施し、性能維持に努める。 

施設の稼働に伴う二酸化炭素排出削減量は年間 37,569t-CO2と予測し、上記の環

境保全措置を講じることにより、施設の稼働に伴う二酸化炭素の排出削減効果は十

分に確保されるものと評価する。 
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